高等学校国語教材としての『新古今和歌集』 by 長谷川 範彰 & ハセガワ ノリアキ
高
等
学
校
国
語
教
材
と
し
て
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
長
谷
川
範
彰
一
高
等
学
校
国
語
科
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
国
語
総
合
」
の
教
科
書
に
は
、
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
と
並
ん
で
『
新
古
今
和
歌
集
』（
以
下
『
新
古
今
集
』
と
す
る
。
そ
の
他
の
歌
集
も
こ
れ
に
準
じ
る
）
の
和
歌
が
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。『
新
古
今
集
』
の
和
歌
は
中
学
校
の
教
科
書
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
古
典
文
法
を
本
格
的
に
学
び
は
じ
め
る
の
が
高
等
学
校
か
ら
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
国
語
総
合
」
の
時
間
が
『
新
古
今
集
』
と
い
う
存
在
を
意
識
し
て
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
た
和
歌
に
向
き
合
う
初
め
て
の
機
会
で
あ
る
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。そ
の
よ
う
な
場
合
、こ
の
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
『
新
古
今
集
』
の
和
歌
が
そ
の
人
の
『
新
古
今
集
』
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
も
っ
と
い
う
な
ら
ば
現
代
に
生
き
る
我
々
の
持
つ
新
古
今
集
像
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、こ
の
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
収
録
さ
れ
た
『
新
古
今
集
』
の
和
歌
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
・
傾
向
が
見
出
せ
る
の
か
確
認
し
て
み
た
い
。
二
令
和
二
年
度
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
の
う
ち
、
古
典
分
野
の
内
容
を
収
め
る
も
の
は
二
十
四
種
あ
る
。
Ⓐ
東
京
書
籍
『
新
編
国
語
総
合
』（
国
総
３３２
）
Ⓑ
東
京
書
籍
『
精
選
国
語
総
合
』（
国
総
３３３
）
Ⓒ
東
京
書
籍
『
国
語
総
合
古
典
編
』（
国
総
３３５
）
Ⓓ
三
省
堂
『
高
等
学
校
国
語
総
合
古
典
編
改
訂
版
』（
国
総
３３７
）
Ⓔ
三
省
堂
『
精
選
国
語
総
合
改
訂
版
』（
国
総
３３８
）
Ⓕ
三
省
堂
『
明
解
国
語
総
合
改
訂
版
』（
国
総
３３９
）
Ⓖ
教
育
出
版
『
精
選
国
語
総
合
古
典
編
』（
国
総
３４１
）
Ⓗ
教
育
出
版
『
国
語
総
合
』（
国
総
３４２
）
Ⓘ
教
育
出
版
『
新
編
国
語
総
合
』（
国
総
３４３
）
Ⓙ
大
修
館
書
店
『
国
語
総
合
改
訂
版
古
典
編
』（
国
総
３４５
）
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Ⓚ
大
修
館
書
店
『
精
選
国
語
総
合
新
訂
版
』（
国
総
３４６
）
Ⓛ
大
修
館
書
店
『
新
編
国
語
総
合
改
訂
版
』（
国
総
３４７
）
Ⓜ
数
研
出
版
『
改
訂
版
国
語
総
合
古
典
編
』（
国
総
３４９
）
Ⓝ
数
研
出
版
『
改
訂
版
高
等
学
校
国
語
総
合
』（
国
総
３５０
）
Ⓞ
数
研
出
版
『
新
編
国
語
総
合
』（
国
総
３５１
）
Ⓟ
明
治
書
院
『
新
精
選
国
語
総
合
古
典
編
』（
国
総
３５３
）
Ⓠ
明
治
書
院
『
新
高
等
学
校
国
語
総
合
』（
国
総
３５４
）
Ⓡ
筑
摩
書
房
『
精
選
国
語
総
合
古
典
編
改
訂
版
』（
国
総
３５６
）
Ⓢ
筑
摩
書
房
『
国
語
総
合
改
訂
版
』（
国
総
３５７
）
Ⓣ
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
新
訂
国
語
総
合
古
典
編
』（
国
総
３５９
）
Ⓤ
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
国
語
総
合
』（
国
総
３６０
）
Ⓥ
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
標
準
国
語
総
合
』（
国
総
３６１
）
Ⓦ
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
新
編
国
語
総
合
』（
国
総
３６２
）
Ⓧ
桐
原
書
店
『
新
探
求
国
語
総
合
古
典
編
』（
国
総
３６４
）
こ
の
う
ち
Ⓐ
は
大
岡
信
氏
の
『
折
々
の
う
た
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
の
和
歌
を
扱
っ
た
も
の
二
編
を
掲
載
し
、
Ⓛ
は
『
百
人
一
首
』
を
、
Ⓦ
は
俵
万
智
氏
の
随
筆
を
和
歌
の
教
材
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
全
二
十
四
種
の
う
ち
Ⓐ
Ⓛ
Ⓦ
を
除
い
た
二
十
一
種
を
検
討
対
象
と
し
た
い
。
こ
の
二
十
一
種
の
教
科
書
に
一
度
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
新
古
今
集
』
の
和
歌
は
次
の
三
十
一
首
で
あ
る
。
便
宜
上
①
か
ら
㉛
の
番
号
を
付
し
た
（
番
号
の
後
の
括
弧
内
に
掲
載
教
科
書
を
前
掲
の
教
科
書
一
覧
で
各
教
科
書
に
付
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
し
た
）。
①
（
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓥ
計
四
種
）
春
の
は
じ
め
の
歌
太
上
天
皇
ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
き
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た
な
び
く
（
春
上
・（
１
）二）
②
（
Ⓣ
Ⓤ
計
二
種
）
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
春
の
歌
式
子
内
親
王
山
深
み
春
と
も
し
ら
ぬ
松
の
戸
に
た
え
だ
え
か
か
る
雪
の
玉
水
（
春
上
・
三
）
③
（
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓧ
計
十
二
種
）
を
の
こ
ど
も
詩
を
つ
く
り
て
歌
に
あ
は
せ
侍
り
し
に
、
水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を
太
上
天
皇
見
わ
た
せ
ば
山
も
と
か
す
む
水
無
瀬
河
夕
は
秋
と
な
に
思
ひ
け
む
（
春
上
・
三
六
）
④
（
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓧ
計
八
種
）
守
覚
法
親
王
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に藤
原
定
家
朝
臣
春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
し
て
峰
に
わ
か
る
る
横
雲
の
空
（
春
上
・
三
八
）
⑤
（
Ⓟ
Ⓠ
計
二
種
）
（
千
五
百
番
歌
合
に
、
春
歌
）
宮
内
卿
う
す
く
こ
き
野
辺
の
緑
の
若
草
に
跡
ま
で
見
ゆ
る
雪
の
む
ら
消
（
春
上
・
七
六
）
⑥
（
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓙ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
計
十
一
種
）
千
五
百
番
歌
合
に
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
風
か
よ
ふ
寝
覚
め
の
袖
の
花
の
香
に
か
を
る
枕
の
春
の
夜
の
夢
（
春
下
・
一
一
二
）
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⑦
（
Ⓘ
計
一
種
）
摂
政
太
政
大
臣
家
に
、
五
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
ま
た
や
見
む
交
野
の
み
の
の
桜
狩
り
花
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の
（
春
下
・
一
一
四
）
⑧
（
Ⓑ
Ⓒ
Ⓙ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
計
八
種
）
入
道
前
関
白
、
右
大
臣
に
侍
り
け
る
時
、
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
郭
公
の
歌
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
昔
思
ふ
草
の
庵
の
夜
の
雨
に
涙
な
そ
へ
そ
山
時
鳥
（
夏
・
二
〇
一
）
⑨
（
Ⓡ
Ⓢ
計
二
種
）
五
首
歌
人
人
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
夏
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
摂
政
太
政
大
臣
う
ち
し
め
り
あ
や
め
ぞ
か
を
る
時
鳥
鳴
く
や
さ
月
の
雨
の
夕
暮
れ
（
夏
・
二
二
〇
）
⑩
（
Ⓟ
Ⓠ
計
二
種
）
題
し
ら
ず
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
た
れ
か
ま
た
花
た
ち
ば
な
に
思
ひ
出
で
む
我
も
昔
の
人
と
な
り
な
ば
（
夏
・
二
三
八
）
⑪
（
Ⓖ
Ⓗ
Ⓚ
Ⓥ
計
四
種
）
（
題
し
ら
ず
）
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
た
ち
ば
な
の
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
う
た
た
ね
は
夢
も
昔
の
袖
の
香
ぞ
す
る
（
夏
・
二
四
五
）
⑫
（
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
計
十
二
種
）
題
し
ら
ず
寂
蓮
法
師
さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
槙
立
つ
山
の
秋
の
夕
暮
れ
（
秋
上
・
三
六
一
）
⑬
（
Ⓒ
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
計
十
二
種
）
（
題
し
ら
ず
）
西
行
法
師
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
た
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
（
秋
上
・
三
六
二
）
⑭
（
Ⓑ
Ⓒ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
計
十
二
種
）
西
行
法
師
す
す
め
て
、
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
藤
原
定
家
朝
臣
見
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
（
秋
上
・
三
六
三
）
⑮
（
Ⓟ
Ⓠ
計
二
種
）
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
摂
政
太
政
大
臣
き
り
ぎ
り
す
な
く
や
霜
夜
の
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
ひ
と
り
か
も
ね
む
（
秋
下
・
五
一
八
）
⑯
（
Ⓥ
計
一
種
）
題
し
ら
ず
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
か
つ
こ
ほ
り
か
つ
は
く
だ
く
る
山
川
の
い
は
ま
に
む
す
ぶ
あ
か
月
の
声
（
冬
・
六
三
一
）
⑰
（
Ⓑ
Ⓒ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
計
十
四
種
）
摂
政
太
政
大
臣
家
歌
合
に
、
湖
上
冬
月
藤
原
家
隆
朝
臣
志
賀
の
浦
や
と
ほ
ざ
か
り
行
く
浪
間
よ
り
こ
ほ
り
て
出
づ
る
有
明
の
月
（
冬
・
六
三
九
）
⑱
（
Ⓖ
Ⓗ
計
二
種
）
守
覚
法
親
王
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
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ひ
と
り
見
る
池
の
こ
ほ
り
に
す
む
月
の
や
が
て
袖
に
も
う
つ
り
ぬ
る
か
な
（
冬
・
六
四
〇
）
⑲
（
Ⓓ
Ⓔ
計
二
種
）
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
定
家
朝
臣
駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
か
げ
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
（
冬
・
六
七
一
）
⑳
（
Ⓖ
Ⓗ
計
二
種
）
定
家
朝
臣
、
母
の
お
も
ひ
に
侍
り
け
る
春
の
く
れ
に
つ
か
は
し
け
る
摂
政
太
政
大
臣
春
霞
か
す
み
し
空
の
名
残
さ
へ
け
ふ
を
か
ぎ
り
の
別
な
り
け
り
（
哀
傷
・
七
六
六
）
㉑
（
Ⓖ
Ⓗ
計
二
種
）
五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
家
隆
朝
臣
あ
け
ば
ま
た
こ
ゆ
べ
き
山
の
峰
な
れ
や
空
行
く
月
の
末
の
白
雲
（
羈
旅
・
九
三
九
）
㉒
（
Ⓞ
計
一
種
）
旅
の
歌
と
て
よ
め
る
定
家
朝
臣
旅
人
の
袖
吹
き
か
へ
す
秋
風
に
夕
日
さ
び
し
き
山
の
か
け
は
し
（
羈
旅
・
九
五
三
）
㉓
（
Ⓓ
Ⓔ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓥ
計
五
種
）
東
の
方
に
ま
か
り
け
る
に
、
よ
み
侍
り
け
る
西
行
法
師
年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
命
な
り
け
り
さ
や
の
中
山
（
羈
旅
・
九
八
七
）
㉔
（
Ⓣ
Ⓤ
計
二
種
）
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
よ
め
る
前
大
僧
正
慈
円
我
が
恋
は
松
を
時
雨
の
染
め
か
ね
て
真
葛
が
原
に
風
さ
わ
ぐ
な
り
（
恋
一
・
一
〇
三
〇
）
㉕
（
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓧ
計
十
七
種
）
百
首
歌
の
中
に
、
忍
恋
を
式
子
内
親
王
玉
の
緒
よ
絶
え
な
ば
絶
え
ね
な
が
ら
へ
ば
忍
ぶ
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る
（
恋
一
・
一
〇
三
四
）
㉖
（
Ⓓ
Ⓔ
Ⓡ
Ⓢ
計
四
種
）
雨
ふ
る
日
、
女
に
つ
か
は
し
け
る
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
思
ひ
あ
ま
り
そ
な
た
の
空
を
な
が
む
れ
ば
霞
を
わ
け
て
春
雨
ぞ
ふ
る
（
恋
二
・
一
一
〇
七
）
㉗
（
Ⓘ
計
一
種
）
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
に
、
春
恋
の
心
を
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
面
影
の
か
す
め
る
月
ぞ
や
ど
り
け
る
春
や
昔
の
袖
の
涙
に
（
恋
二
・
一
一
三
六
）
㉘
（
Ⓥ
計
一
種
）
題
し
ら
ず
定
家
朝
臣
か
き
や
り
し
そ
の
黒
髪
の
筋
ご
と
に
う
ち
ふ
す
ほ
ど
は
面
影
ぞ
た
つ
（
恋
五
・
一
三
九
〇
）
㉙
（
Ⓒ
Ⓓ
Ⓥ
計
三
種
）
和
歌
所
歌
合
、
関
路
秋
風
と
い
ふ
こ
と
を
摂
政
太
政
大
臣
人
住
ま
ぬ
不
破
の
関
屋
の
い
た
び
さ
し
荒
れ
に
し
後
は
た
だ
秋
の
風
（
雑
中
・
一
六
〇
一
）
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㉚
（
掲
載
教
科
書
Ⓑ
Ⓟ
Ⓠ
計
三
種
）
東
の
方
へ
修
行
し
侍
り
け
る
に
、
ふ
じ
の
山
を
よ
め
る
西
行
法
師
風
に
な
び
く
富
士
の
煙
の
空
に
消
え
て
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
我
が
心
か
な
（
雑
中
・
一
六
一
五
）
㉛
（
Ⓣ
Ⓤ
計
二
種
）
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
摂
政
太
政
大
臣
古
郷
は
浅
茅
が
末
に
成
り
は
て
て
月
に
残
れ
る
人
の
面
影
（
雑
中
・
一
六
八
一
）
各
教
科
書
の
収
録
歌
数
な
ら
び
に
部
立
ご
と
の
歌
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
（
部
立
に
つ
い
て
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
そ
の
他
で
分
け
た
）。
こ
れ
を
み
る
と
最
多
は
Ⓖ
Ⓗ
の
十
首
か
ら
最
少
は
Ⓕ
の
三
首
ま
で
か
な
り
幅
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
教
科
書
の
部
立
ご
と
の
採
歌
状
況
を
確
認
す
る
と
、「
恋
」
は
各
教
科
書
に
一
首
乃
至
二
首
採
ら
れ
て
お
り
、「
そ
の
他
」
は
一
首
の
も
の
が
十
種
、
二
首
が
四
種
、
採
用
な
し
が
七
種
と
な
っ
て
い
る
。
四
季
の
歌
は
「
春
」
と
「
秋
」
が
ど
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
複
数
首
採
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
一
方
で
「
夏
」
と
「
冬
」
の
歌
が
な
い
教
科
書
も
あ
り
、「
春
」・「
秋
」
重
視
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
次
に
歌
人
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
各
歌
人
の
掲
載
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
採
用
さ
れ
て
い
る
歌
人
は
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
お
り
、
全
部
で
十
一
人
で
あ
る
。
時
代
で
い
え
ば
藤
原
俊
成
、
西
行
か
ら
宮
内
卿
、
後
鳥
羽
院
ま
で
と
お
お
む
ね
新
古
今
時
代
の
歌
人
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、『
新
古
今
集
』
に
は
万
葉
時
代
以
来
の
和
歌
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
和
歌
も
『
新
古
今
集
』
の
重
要
な
◯
表
１教
科
書
春
夏
秋
冬
恋
そ
の
他
計
Ⓑ
国
総
３
３
３
２
１
１
１
１
１
７
Ⓒ
国
総
３
３
５
２
１
３
１
１
１
９
Ⓓ
国
総
３
３
７
２
０
１
１
２
２
８
Ⓔ
国
総
３
３
８
２
０
１
１
２
１
７
Ⓕ
国
総
３
３
９
１
０
１
０
１
０
３
Ⓖ
国
総
３
４
１
２
１
３
１
１
２
１０
Ⓗ
国
総
３
４
２
２
１
３
１
１
２
１０
Ⓘ
国
総
３
４
３
２
０
１
１
１
０
５
Ⓙ
国
総
３
４
５
２
１
３
１
１
０
８
Ⓚ
国
総
３
４
６
１
１
３
１
１
０
７
Ⓜ
国
総
３
４
９
２
１
１
１
１
０
６
Ⓝ
国
総
３
５
０
２
１
１
１
１
０
６
Ⓞ
国
総
３
５
１
１
０
１
０
１
１
４
Ⓟ
国
総
３
５
３
３
１
２
１
１
１
９
Ⓠ
国
総
３
５
４
３
１
２
１
１
１
９
Ⓡ
国
総
３
５
６
２
１
１
１
２
１
８
Ⓢ
国
総
３
５
７
２
１
１
１
２
１
８
Ⓣ
国
総
３
５
９
２
１
３
１
１
１
９
Ⓤ
国
総
３
６
０
２
１
３
１
１
１
９
Ⓥ
国
総
３
６
１
１
１
０
１
１
２
６
Ⓧ
国
総
３
６
４
２
１
３
１
１
０
８
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構
成
要
素
で
あ
る
こ（
２
）とを
勘
案
す
る
な
ら
ば
、『
新
古
今
集
』
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
新
古
今
歌
風
の
紹
介
と
い
う
意
識
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
十
一
人
の
う
ち
登
場
回
数
の
多
い
歌
人
は
藤
原
定
家
が
二
十
一
種
全
て
に
登
場
し
、
西
行
の
二
十
種
、
式
子
内
親
王
の
十
九
種
、
藤
原
俊
成
の
十
八
種
と
続
き
、
第
九
位
の
藤
原
良
経
で
も
十
一
種
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
一
方
掲
載
教
科
書
が
最
も
少
な
い
歌
人
は
慈
円
、
宮
内
卿
で
二
種
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
藤
原
定
家
の
和
歌
が
Ⓖ
Ⓗ
Ⓧ
に
二
首
採
用
さ
れ
て
る
以
外
に
一
人
の
歌
人
が
二
首
以
上
採
用
さ
れ
て
い
る
例
は
み
ら
れ
ず
、
一
歌
人
一
首
が
各
教
科
書
に
共
通
す
る
原
則
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
い
う
な
ら
ば
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
お
い
て
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
人
と
い
え
ば
ま
ず
藤
原
定
家
の
名
が
挙
が
り
、
続
い
て
西
行
、
式
子
内
親
王
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
下
か
ら
三
番
目
の
藤
原
良
経
で
も
十
一
種
と
半
数
を
超
え
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
が
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
お
け
る
新
古
今
歌
人
の
定
番
と
い
え
よ
う
。
歌
人
の
性
別
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
女
性
歌
人
の
歌
は
一
首
、
多
く
て
二
首
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
い
う
と
必
ず
一
首
以
上
は
女
性
の
和
歌
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
部
立
ご
と
の
掲
載
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。三
ま
ず
は
「
春
」
の
歌
か
ら
み
て
み
よ
う
。
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
「
春
」
の
歌
は
①
〜
⑦
の
七
首
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
も
っ
と
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
後
鳥
羽
院
の
③
「
見
渡
せ
ば
…
…
」
で
あ
る
。
霞
漂
う
水
◯
表
２歌
人
掲
載
歌
掲
載
教
科
書
藤
原
定
家
④
⑭
⑲
㉒
㉘
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓥ
Ⓧ
西
行
⑬
㉓
㉚
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓥ
Ⓧ
式
子
内
親
王
②
㉕
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
藤
原
俊
成
⑦
⑧
⑩
⑯
⑱
㉖
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓥ
Ⓧ
後
鳥
羽
院
①
③
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓞ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓥ
Ⓧ
俊
成
卿
女
⑥
⑪
㉗
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓥ
藤
原
家
隆
⑰
㉑
Ⓑ
Ⓒ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓘ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓜ
Ⓝ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
寂
蓮
⑫
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓙ
Ⓚ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓧ
藤
原
良
経
⑨
⑮
⑳
㉙
㉛
Ⓒ
Ⓓ
Ⓖ
Ⓗ
Ⓟ
Ⓠ
Ⓡ
Ⓢ
Ⓣ
Ⓤ
Ⓥ
宮
内
卿
⑤
Ⓟ
Ⓠ
慈
円
㉔
Ⓣ
Ⓤ
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無
瀬
川
の
夕
景
に
、
秋
の
夕
暮
れ
に
劣
ら
ぬ
美
を
見
出
す
歌
。
秋
の
夕
暮
れ
を
重
視
す
る
古
典
世
界
の
通
念
は
、『
枕
草
子
』
の
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
章
段
を
は
じ
め
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
枕
草
子
』
の
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
章
段
は
中
学
校
の
国
語
の
授
業
で
扱
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
学
習
者
に
と
っ
て
も
当
該
歌
の
前
提
と
な
る
秋
の
夕
暮
れ
を
讃
美
す
る
通
念
は
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
作
者
に
着
目
す
る
と
春
の
部
に
は
同
じ
く
後
鳥
羽
院
詠
の
①
「
ほ
の
ぼ
の
と
…
…
」
も
四
種
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
全
二
十
一
種
の
う
ち
十
六
種
に
後
鳥
羽
院
の
「
春
」
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
歌
は
こ
の
中
の
十
四
種
の
教
科
書
で
新
古
今
集
歌
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
（
残
る
二
種
（
Ⓘ
Ⓥ
）
は
『
万
葉
集
』『
古
今
集
』『
新
古
今
集
』
の
歌
集
単
位
で
は
な
く
、
三
つ
の
歌
集
の
歌
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
う
え
で
部
立
ご
と
に
掲
載
し
て
い
る
）。『
新
古
今
集
』
撰
集
下
命
者
で
あ
る
後
鳥
羽
院
の
歌
を
一
番
初
め
に
置
こ
う
と
い
う
意
識
も
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
鳥
羽
院
の
③
に
続
い
て
採
用
数
が
多
い
の
が
⑥
「
風
通
ふ
…
…
」
で
あ
る
。
当
該
歌
の
「
花
」
は
『
新
古
今
集
』
の
排
列
か
ら
「
桜
」
で
あ
る
と
さ
れ
る（
３
）が、
初
出
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
で
は
「
梅
」
の
歌
と
番
わ
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
『
千
五
百
番
歌
合
』
は
歌
人
た
ち
が
後
鳥
羽
院
に
提
出
し
た
百
首
歌
を
歌
合
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
百
首
歌
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、
「
桜
」
よ
り
も
「
梅
」
と
考
え
た
方
が
相
応
し
い
位
置
に
配
さ
れ
て
い（
４
）る。
ま
た
「
香
り
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
の
は
伝
統
的
に
「
桜
」
よ
り
も
「
梅
」
の
方
が
多
い
。
以
上
の
点
か
ら
考
え
て
俊
成
卿
女
は
当
初
「
梅
」
の
歌
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
を
『
新
古
今
集
』
撰
入
の
段
階
で
「
桜
」
の
歌
と
し
て
解
釈
し
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ（
５
）う。
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
歌
の
「
花
」
に
「
桜
」
説
と
「
梅
」
説
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
和
歌
集
に
お
け
る
排
列
の
意
味
、「
桜
」「
梅
」
の
古
典
和
歌
に
お
け
る
一
般
的
な
詠
ま
れ
方
、『
新
古
今
集
』
や
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
成
立
事
情
等
の
「
桜
」
説
、「
梅
」
説
の
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
紹
介
し
、
ま
た
「
桜
」
説
の
場
合
と
「
梅
」
説
の
場
合
の
和
歌
の
解
釈
や
印
象
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
紹
介
す
べ
き
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
的
確
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
授
業
者
泣
か
せ
の
教
材
と
い
え
よ
う
か
。
さ
て
、
こ
の
歌
で
も
う
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
の
が
、「
春
の
夜
の
夢
」
と
い
う
詞
で
あ
る
。
こ
の
詞
は
八
種
に
採
用
さ
れ
て
い
る
④
の
「
春
の
夜
の
…
…
」
歌
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
全
二
十
一
種
の
教
科
書
の
う
ち
十
九
種
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
春
の
夜
の
夢
」
の
用
例
を
み
て
み
る
と
、
二
月
ば
か
り
月
あ
か
き
よ
、
二
条
院
に
て
人
人
あ
ま
た
ゐ
あ
か
し
て
物
語
り
な
ど
し
侍
り
け
る
に
、
内
侍
周
防
よ
り
ふ
し
て
、
ま
く
ら
を
が
な
と
し
の
び
や
か
に
い
ふ
を
き
き
て
、
大
納
言
忠
家
こ
れ
を
ま
く
ら
に
と
て
か
ひ
な
を
み
す
の
し
た
よ
り
さ
し
い
れ
て
侍
り
け
れ
ば
、
よ
み
侍
り
け
る
周
防
内
侍
春
の
夜
の
夢
ば
か
り
な
る
手
枕
に
か
ひ
な
く
た
た
ん
名
こ
そ
を
し
け
れ
（
千
載
集
・
雑
下
・
九
六
四
）
と
い
ひ
い
だ
し
侍
り
け
れ
ば
、
返
事
に
よ
め
る
大
納
言
忠
家
契
あ
り
て
春
の
夜
深
き
手
枕
を
い
か
が
か
ひ
な
き
夢
に
な
す
べ
き
（
千
載
集
・
雑
下
・
九
六
五
）
題
し
ら
ず
和
泉
式
部
枕
だ
に
知
ね
ば
い
は
じ
見
し
ま
ま
に
君
か
た
る
な
よ
春
の
夜
の
夢
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（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
六
〇
）
女
み
こ
に
か
よ
ひ
そ
め
て
、
あ
し
た
に
つ
か
は
し
け
る
大
納
言
清
蔭
あ
く
と
い
へ
ば
し
づ
心
な
き
春
の
夜
の
夢
と
や
君
を
夜
の
み
は
見
ん
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
七
七
）
な
ど
の
よ
う
に
男
女
の
逢
瀬
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
や
、
源
の
お
ほ
き
が
か
よ
ひ
侍
り
け
る
を
、
の
ち
の
ち
は
ま
か
ら
ず
な
り
侍
り
に
け
れ
ば
、
と
な
り
の
か
べ
の
あ
な
よ
り
お
ほ
き
を
は
つ
か
に
見
て
つ
か
は
し
け
る
す
る
が
ま
ど
ろ
ま
ぬ
か
べ
に
も
人
を
見
つ
る
か
な
ま
さ
し
か
ら
な
ん
春
の
夜
の
夢
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
〇
九
）
（
題
し
ら
ず
）
伊
勢
春
の
夜
の
夢
に
あ
ひ
つ
と
み
え
つ
れ
ば
思
ひ
た
え
に
し
人
ぞ
待
た
る
る
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
八
二
）
（
題
し
ら
ず
）
盛
明
親
王
春
の
夜
の
夢
の
し
な
し
は
つ
ら
く
と
も
見
し
ば
か
り
だ
に
あ
ら
ば
た
の
ま
む
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
八
三
）
な
ど
の
よ
う
に
恋
し
い
人
を
思
っ
て
見
る
夢
を
指
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
出
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
春
の
夜
の
夢
」
と
は
恋
歌
的
要
素
を
多
分
に
有
す
る
詞
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
春
の
到
来
を
詠
む
①
や
②
、
散
り
ゆ
く
桜
が
主
役
の
⑦
で
は
な
く
、
恋
歌
的
情
緒
の
濃
厚
な
歌
が
多
く
を
占
め
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
教
科
書
に
お
け
る
『
新
古
今
集
』
の
「
春
」
の
歌
は
、「
春
の
夜
の
夢
」
と
い
う
詞
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
恋
歌
的
官
能
美
が
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
続
い
て
「
夏
」
の
歌
の
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
夏
」
の
歌
は
⑧
〜
⑪
の
四
首
と
な
っ
て
い
る
。
古
典
和
歌
に
お
い
て
夏
の
景
物
と
い
え
ば
ま
ず
「
時
鳥
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
お
い
て
も
⑧
と
⑨
の
二
首
が
計
十
種
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
が
描
く
、
降
り
し
き
る
雨
（
五
月
雨
）
の
中
「
時
鳥
」
の
声
が
響
き
渡
る
と
い
う
情
景
は
よ
く
詠
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
採
用
教
科
書
数
を
み
る
と
⑧
は
八
種
、
⑨
は
二
種
と
大
き
く
差
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
が
つ
い
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
藤
原
俊
成
の
⑧
が
白
居
易
の
詩
を
本
説
取
り
し
て
い
る（
６
）点が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
教
科
書
の
脚
注
に
白
居
易
の
詩
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
和
歌
に
お
け
る
漢
詩
の
影
響
を
説
明
す
る
素
材
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
⑧
と
⑨
を
比
較
す
る
と
「
昔
」
と
い
う
詞
の
有
無
が
大
き
な
相
違
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
昔
」
と
い
う
詞
の
存
在
が
、
⑧
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
想
定
で
き
る
。
こ
の
両
首
以
外
に
採
用
さ
れ
て
い
る
「
夏
」
の
歌
を
み
る
と
⑩
⑪
ど
ち
ら
も
「
橘
」
の
香
に
過
去
を
想
起
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
「
橘
」
と
「
昔
」
の
結
び
つ
き
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
『
古
今
集
』
所
収
の
、
題
し
ら
ず
よ
み
人
し
ら
ず
さ
つ
き
待
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
（
夏
・
一
三
九
）
で
あ
り
、
そ
の
後
し
ば
し
ば
「
橘
」
は
「
昔
」
と
関
わ
ら
せ
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
八
代
集
と
い
う
枠
組
み
で
い
う
と
「
橘
」
と
「
昔
」
の
組
み
合
わ
せ
が
多
数
と
な
る
の
は
『
新
古
今
集
』
か
ら
で
あ（
７
）る。
そ
の
意
味
で
⑩
⑪
と
い
う
撰
歌
は
『
新
古
今
集
』
の
「
夏
」
の
歌
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
た
も
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の
と
も
い
え
る
。
「
時
鳥
」
と
「
昔
」
の
組
み
合
わ
せ
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
八
代
集
を
み
て
も
、奈
良
の
石
上
寺
に
て
郭
公
の
な
く
を
よ
め
る
（
そ
せ
い
）
石
上
ふ
る
き
宮
こ
の
郭
公
声
ば
か
り
こ
そ
昔
な
り
け
れ
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
四
）
は
や
く
す
み
け
る
所
に
て
ほ
と
と
ぎ
す
の
な
き
け
る
を
き
き
て
よ
め
る
た
だ
み
ね
昔
べ
や
今
も
恋
ひ
し
き
郭
公
ふ
る
さ
と
に
し
も
な
き
て
き
つ
ら
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
六
三
）
禖
子
内
親
王
賀
茂
の
い
つ
き
と
き
こ
え
け
る
時
女
房
に
て
侍
け
る
を
、
と
し
へ
て
後
三
条
院
の
御
時
斎
院
に
は
べ
り
け
る
人
の
も
と
に
む
か
し
を
お
も
ひ
い
で
て
、
ま
つ
り
の
か
へ
さ
の
日
か
む
だ
ち
に
つ
か
は
し
け
る
皇
后
宮
美
作
き
か
ば
や
な
そ
の
か
み
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
あ
り
し
昔
の
お
な
じ
声
か
と
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
一
八
三
）
郭
公
を
ま
ち
て
よ
め
る
周
防
内
侍
昔
に
も
あ
ら
ぬ
我
が
身
に
ほ
と
と
ぎ
す
待
つ
心
こ
そ
か
は
ら
ざ
り
け
れ
（
詞
花
集
・
夏
・
五
五
）
待
賢
門
院
か
く
れ
さ
せ
給
う
て
の
ち
、
法
金
剛
院
に
て
ほ
と
と
ぎ
す
の
な
き
侍
り
け
る
に
仁
和
寺
後
入
道
法
親
王
覚
性
故
郷
に
け
ふ
こ
ざ
り
せ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
た
れ
か
昔
を
恋
ひ
て
な
か
ま
し
（
千
載
集
・
夏
・
五
八
八
）
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
夏
歌
の
中
に
民
部
卿
範
光
時
鳥
な
ほ
一
声
は
思
ひ
い
で
よ
お
い
そ
の
も
り
の
夜
半
の
昔
を
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
〇
七
）
題
し
ら
ず
よ
み
人
し
ら
ず
尋
ぬ
べ
き
人
は
軒
端
の
古
郷
に
そ
れ
か
と
か
を
る
庭
の
た
ち
ば
な
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
四
三
）
（
題
し
ら
ず
）
よ
み
人
し
ら
ず
ほ
と
と
ぎ
す
花
た
ち
ば
な
の
香
を
と
め
て
鳴
く
は
昔
の
人
や
恋
し
き
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
四
四
）
と
い
っ
た
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
歌
数
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な（
８
）い。
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
⑧
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
「
橘
」
と
「
昔
」
の
組
み
合
わ
せ
に
み
ら
れ
た
『
新
古
今
集
』
の
「
夏
」
の
歌
と
「
昔
」
の
関
わ
り
の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
「
国
語
総
合
」
教
科
書
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
る
と
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
夏
は
懐
旧
の
季
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
続
い
て
「
秋
」
の
歌
の
傾
向
を
確
認
し
た
い
。「
秋
」
の
歌
は
⑫
〜
⑮
で
あ
る
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
⑫
⑬
⑭
の
い
わ
ゆ
る
三
夕
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。
三
夕
の
歌
の
後
代
の
評
価
・
影
響
を
考
え
る
な
ら
ば
そ
の
選
択
の
意
図
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
し
ま
い
。た
だ
教
材
と
し
て
扱
う
際
に
注
意
し
た
い
の
は
、
三
夕
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
よ
う
な
情
景
が
『
新
古
今
集
』
の
「
秋
」
の
歌
の
全
て
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
朝
和
歌
に
お
い
て
秋
と
は
物
思
い
の
季
節
で
あ
っ
た
。
試
み
に
『
古
今
集
』
を
み
て
み
る
と
、
（
題
し
ら
ず
）
（
よ
み
人
し
ら
ず
）
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大
方
の
秋
来
る
か
ら
に
わ
が
身
こ
そ
か
な
し
き
物
と
思
ひ
知
り
ぬ
れ
（
秋
上
・
一
八
五
）
（
題
し
ら
ず
）
（
よ
み
人
し
ら
ず
）
ひ
と
り
ぬ
る
床
は
草
葉
に
あ
ら
ね
ど
も
秋
く
る
よ
ひ
は
露
け
か
り
け
り
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
う
た（
よ
み
人
し
ら
ず
）
い
つ
は
と
は
時
は
わ
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
事
の
限
り
な
り
け
る
（
秋
上
・
一
八
九
）
な
ど
と
い
っ
た
秋
の
憂
愁
の
情
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
後
代
に
も
受
け
継
が
れ
、『
新
古
今
集
』
に
お
い
て
も
秋
の
物
思
い
を
詠
ん
だ
歌
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
い
。
（
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
）
（
摂
政
太
政
大
臣
）
お
し
な
べ
て
思
ひ
し
こ
と
の
か
ず
か
ず
に
猶
色
ま
さ
る
秋
の
夕
暮
れ
（
秋
上
・
三
五
七
）
秋
の
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る
宮
内
卿
思
ふ
こ
と
さ
し
て
そ
れ
と
は
な
き
も
の
を
秋
の
ゆ
ふ
べ
を
心
に
ぞ
と
ふ
（
秋
上
・
三
六
五
）
秋
の
歌
の
中
に
太
上
天
皇
露
は
袖
に
物
思
ふ
こ
ろ
は
さ
ぞ
な
お
く
か
な
ら
ず
秋
の
な
ら
ひ
な
ら
ね
ど
（
秋
下
・
四
七
〇
）
秋
は
涙
の
似
合
う
悲
し
み
の
季
節
と
い
う
面
を
持
つ
一
方
で
、
一
年
の
中
で
も
っ
と
も
華
や
か
な
時
季
と
い
う
顔
も
有
し
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
色
と
り
ど
り
の
植
物
に
彩
ら
れ
た
季
節
と
い
え
ば
春
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
典
和
歌
に
お
い
て
色
彩
溢
れ
る
の
は
秋
と
い
え
る
。
題
し
ら
ず
よ
み
人
し
ら
ず
緑
な
る
ひ
と
つ
草
と
ぞ
春
は
見
し
秋
は
い
ろ
い
ろ
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
五
）
（
題
し
ら
ず
）
（
よ
み
人
し
ら
ず
）
も
も
く
さ
の
花
の
紐
と
く
秋
の
野
を
思
ひ
た
は
れ
む
人
な
と
が
め
そ
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
六
）
題
し
ら
ず
よ
み
人
し
ら
ず
秋
の
露
い
ろ
い
ろ
ご
と
に
お
け
ば
こ
そ
山
の
木
の
葉
の
千
種
な
る
ら
め
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
五
九
）
（
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
う
た
）た
だ
み
ね
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
を
秋
ゆ
け
ば
錦
た
ち
き
る
心
地
こ
そ
す
れ
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
九
六
）
（
題
し
ら
ず
）
（
よ
み
人
し
ら
ず
）
秋
の
野
の
錦
の
ご
と
も
見
ゆ
る
か
な
色
な
き
露
は
そ
め
じ
と
思
ふ
に
（
後
撰
集
・
秋
下
・
三
六
九
）
と
い
っ
た
例
を
み
れ
ば
王
朝
和
歌
に
お
い
て
色
付
く
木
の
葉
や
秋
の
草
花
に
野
山
が
鮮
や
か
に
染
め
上
げ
ら
れ
る
様
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
夕
の
歌
に
戻
る
な
ら
ば
、
こ
の
三
首
は
秋
の
華
や
か
さ
を
排
除
す
る
一
方
で
憂
愁
の
情
を
表
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
抑
制
的
で
あ
る
。
華
麗
と
憂
愁
と
い
う
伝
統
的
な
秋
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
と
し
つ
つ
も
そ
れ
を
前
面
に
出
さ
ず
に
背
景
に
留
め
た
と
こ
ろ
に
新
た
な
秋
の
美
的
情
景
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
い
え
ば
三
夕
の
歌
は
新
古
今
時
代
の
達
成
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、『
新
古
今
集
』
を
代
表
す
る
秀
歌
と
い
え
る
が
、
そ
の
達
成
の
前
提
に
憂
愁
や
華
麗
と
い
っ
た
伝
統
的
な
秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
ま
た
同
時
代
に
は
秋
の
物
思
い
や
色
彩
に
満
ち
た
華
や
か
な
情
景
も
詠
ま
れ
て
い
た
と
い
う
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こ
と
も
教
材
と
し
て
扱
う
際
に
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
か
な
り
特
徴
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
「
秋
」
の
歌
と
比
較
し
て
「
冬
」
の
歌
は
こ
れ
と
い
っ
た
傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
全
体
を
見
渡
し
て
目
を
引
く
点
と
い
え
ば
藤
原
家
隆
の
⑰
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家
隆
歌
は
『
新
古
今
集
』
中
の
秀
歌
と
し
て
評
価
が
高
い
が
、
同
時
に
本
歌
取
り
を
紹
介
す
る
際
に
し
ば
し
ば
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
歌
で
も
あ
る
。
実
際
こ
の
歌
を
採
用
し
た
教
科
書
に
は
「「
志
賀
の
浦
や
」
の
歌
と
本
歌
を
比
較
し
て
、詠
ま
れ
て
い
る
風
景
の
違
い
を
考
え
な
さ
い
」（
Ⓡ
Ⓢ
）、「「
昔
思
ふ
」
の
歌
と
「
志
賀
の
浦
や
」
の
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
行
の
作
品
を
ふ
ま
え
つ
つ
ど
の
よ
う
な
新
し
さ
を
産
み
出
し
て
い
る
か
、
脚
注
を
参
考
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
」（
Ⓣ
Ⓤ
）
と
い
っ
た
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
載
す
る
も
の
も
あ
り
、
本
歌
取
り
を
説
明
す
る
た
め
の
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ（
９
）う。
藤
原
定
家
の
⑲
も
本
歌
取
り
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
多（
１０
）いが
、
藤
原
家
隆
作
の
⑰
と
採
用
数
で
大
き
く
差
が
つ
い
た
の
は
、
藤
原
定
家
は
他
の
歌
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
な
る
べ
く
歌
人
の
重
複
を
避
け
よ
う
と
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
歌
人
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
⑯
⑱
と
藤
原
俊
成
の
歌
が
二
首
採
用
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
二
首
は
藤
原
家
隆
の
⑰
、
藤
原
定
家
の
⑲
と
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
知
名
度
は
高
く
な
い
。
比
較
的
知
名
度
の
低
い
二
首
が
採
用
さ
れ
た
理
由
に
は
当
時
の
歌
壇
の
長
老
で
あ
っ
た
藤
原
俊
成
の
作
を
掲
載
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
「
冬
」
の
歌
の
採
用
基
準
は
歌
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
修
辞
技
法
や
歌
人
と
い
っ
た
面
を
重
視
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
『
新
古
今
集
』
の
冬
の
歌
に
つ
い
て
こ
れ
と
い
っ
た
固
有
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
の
現
れ
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
冬
」
の
歌
と
同
じ
く
一
首
の
採
用
数
が
突
出
し
て
多
い
の
が
「
恋
」
で
あ
る
。
式
子
内
親
王
の
㉕
は
全
二
十
一
種
中
十
七
種
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
八
割
超
と
い
う
極
め
て
高
い
採
用
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
代
に
お
け
る
当
該
歌
の
高
い
評（
１１
）価を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
百
人
一
首
』
に
も
収
め
ら
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
点
も
加
味
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
歌
は
従
来
作
者
で
あ
る
式
子
内
親
王
の
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
す
る
解
釈
が
主（
１２
）流で
あ
っ
た
が
、
後
藤
祥
子
氏
は
こ
の
歌
が
題
詠
で
あ
り
、「
作
者
自
身
の
経
験
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
忍
恋
」
は
男
が
抱
く
恋
心
で
あ
り
、
そ
の
「
忍
恋
」
を
主
題
と
す
る
こ
の
歌
は
男
の
恋
歌
で
あ（
１３
）ると
論
じ
ら
れ（
１３
）た。
こ
の
論
以
降
、
作
者
と
歌
の
内
容
を
切
り
離
し
、
男
の
立
場
に
な
っ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
す
る
理
解
も
広
ま
っ
て
い
（
１４
）る。現
行
の
教
科
書
が
ど
ち
ら
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
採
用
し
て
い
る
か
は
に
わ
か
に
は
判
断
し
が
た
い
が
、
考
え
る
手
が
か
り
は
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
式
子
内
親
王
歌
を
載
せ
る
教
科
書
の
中
に
は
「「
玉
の
緒
よ
」
の
歌
の
「
絶
え
な
ば
絶
え
ね
」
に
は
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
」（
Ⓙ
）「「
玉
の
緒
よ
」
の
歌
の
第
四
句
・
第
五
句
に
は
、
作
者
の
ど
の
よ
う
な
心
情
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
」（
Ⓧ
）
と
い
っ
た
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
「
玉
の
緒
よ
…
…
」
歌
を
作
者
で
あ
る
式
子
内
親
王
の
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
㉕
の
式
子
内
親
王
歌
に
次
ぐ
四
種
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
藤
原
俊
成
の
㉖
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
歌
を
採
用
し
て
い
る
四
種
の
教
科
書
は
い
ず
れ
も
恋
の
歌
が
二
首
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
首
の
恋
歌
が
式
子
内
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親
王
の
㉕
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
男
女
の
恋
歌
を
一
首
ず
つ
掲
載
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
こ
れ
ら
四
種
の
教
科
書
で
は
㉕
を
女
の
恋
歌
と
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
㉖
は
藤
原
俊
成
が
藤
原
定
家
母
に
実
際
に
送
っ
た
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
の
対
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
㉕
も
式
子
内
親
王
自
身
の
恋
情
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ（
１５
）る。
㉕
の
採
用
は
、
歌
自
体
に
対
す
る
高
評
価
だ
け
で
は
な
く
作
者
自
身
の
恋
の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
い
う
な
ら
ば
恋
歌
は
作
者
の
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
を
掲
載
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ（
１５
）う。
最
後
に
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
⑳
〜
㉓
㉙
㉚
㉛
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。「
そ
の
他
」
に
含
ま
れ
る
和
歌
の
部
立
は
「
哀
傷
」、「
羈
旅
」、「
雑
」
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
統
一
的
な
傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
詠
歌
事
情
に
着
目
す
る
と
ひ
と
つ
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
和
歌
は
七
首
が
延
べ
十
七
回
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
母
の
喪
に
服
す
藤
原
定
家
に
藤
原
良
経
が
送
っ
た
⑳
や
西
行
が
旅
先
の
東
国
で
詠
ん
だ
㉓
㉚
の
三
首
が
延
べ
十
回
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
首
は
作
者
が
置
か
れ
た
現
実
の
状
況
の
中
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
恋
」
の
歌
と
同
じ
く
作
者
の
心
情
を
詠
ん
だ
歌
へ
の
志
向
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
四
こ
こ
ま
で
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
新
古
今
集
歌
の
傾
向
に
つ
い
て
部
立
ご
と
に
み
て
き
た
が
、「
春
」
の
歌
は
『
新
古
今
集
』
撰
集
を
下
命
し
た
後
鳥
羽
院
の
歌
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
窺
え
る
と
同
時
に
恋
歌
的
官
能
性
を
纏
う
歌
が
多
く
選
ば
れ
て
い
た
。「
夏
」
の
歌
は
時
鳥
の
声
や
橘
の
香
に
昔
を
偲
ぶ
懐
旧
の
歌
が
並
び
、「
秋
」
の
歌
は
伝
統
に
立
脚
し
つ
つ
そ
れ
を
排
し
た
と
こ
ろ
に
美
を
見
出
す
三
夕
の
歌
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
る
程
度
傾
向
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
「
春
」・「
夏
」・「
秋
」
に
比
べ
る
と
「
冬
」
の
歌
に
特
徴
は
見
出
し
に
く
く
、
修
辞
技
法
や
歌
人
と
い
っ
た
観
点
が
そ
の
撰
歌
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
恋
」
や
「
そ
の
他
」
の
歌
か
ら
は
作
者
の
心
情
を
詠
ん
だ
歌
へ
の
志
向
が
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
本
稿
で
確
認
し
て
き
た
傾
向
や
特
徴
が
『
新
古
今
集
』
の
全
て
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
恋
」
の
歌
に
作
者
の
心
情
を
詠
ん
だ
歌
へ
の
志
向
を
指
摘
し
た
が
、
新
古
今
時
代
の
和
歌
は
題
詠
が
主
流
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
い
え
ば
体
験
詠
重
視
は
当
時
の
実
情
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
指
摘
し
た
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
所
収
の
新
古
今
集
歌
の
傾
向
・
特
徴
と
は
多
様
な
面
を
持
つ
『
新
古
今
集
』
の
ひ
と
つ
の
姿
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
所
収
歌
は
、
ど
の
よ
う
な
教
科
書
を
作
り
上
げ
る
か
、
そ
の
教
科
書
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
収
録
歌
数
、
部
立
ご
と
の
配
分
、
歌
人
と
い
っ
た
様
々
な
条
件
を
勘
案
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
確
認
し
た
傾
向
・
特
徴
は
高
等
学
校
の
国
語
教
育
に
お
い
て
『
新
古
今
集
』
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。『
新
古
今
集
』
自
体
や
個
々
の
和
歌
・
歌
人
の
研
究
史
の
中
に
今
回
確
認
し
た
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
所
収
歌
の
傾
向
・
特
徴
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
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教
育
と
研
究
の
関
わ
り
を
可
視
化
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
過
去
の
教
科
書
に
遡
っ
て
掲
載
さ
れ
た
新
古
今
集
歌
を
確
認
し
、
ま
た
そ
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
教
育
に
お
い
て
『
新
古
今
集
』
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、『
新
古
今
集
』
に
お
い
て
教
育
と
研
究
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
個
々
の
教
科
書
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
和
歌
を
採
用
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
も
逸
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
先
程
と
同
じ
く
「
恋
」
の
歌
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、
第
一
学
習
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
Ⓣ
Ⓤ
は
八
割
強
と
い
う
極
め
て
高
い
採
用
率
の
式
子
内
親
王
の
㉕
で
は
な
く
、『
正
治
百
首
』
に
お
い
て
慈
円
が
詠
ん
だ
㉖
を
掲
載
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
「
国
語
総
合
」
用
教
科
書
に
お
い
て
は
㉕
は
作
者
の
心
情
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
優
勢
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
Ⓣ
Ⓤ
は
現
実
の
恋
歌
で
は
な
く
題
詠
の
恋
歌
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恋
歌
と
同
様
に
体
験
詠
へ
の
志
向
が
看
取
さ
れ
た
「
そ
の
他
」
の
歌
も
確
認
す
る
と
Ⓣ
Ⓤ
は
、
藤
原
良
経
が
建
久
二
年
の
「
十
題
百
首
」
に
て
詠
ん
だ
㉛
が
選
ば
れ
て
お
り
、
題
詠
が
主
流
で
あ
っ
た
当
時
の
実
情
に
即
し
た
撰
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
の
新
古
今
集
歌
の
傾
向
・
特
徴
を
比
較
す
る
こ
と
も
国
語
教
育
に
お
け
る
『
新
古
今
集
』
の
姿
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
今
後
の
課
題
と
し
て
稿
を
終
え
た
い
。
注
（
１
）
和
歌
の
本
文
・
歌
番
号
等
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
た
だ
し
漢
字
を
あ
て
る
な
ど
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
（
２
）
『
新
古
今
集
』
の
真
名
序
に
は
「
斯
集
之
為
体
也
、先
抽
万
葉
集
之
中
、
更
拾
七
代
集
之
外
」
と
あ
り
、
仮
名
序
に
は
「
万
葉
集
に
い
れ
る
歌
は
、
こ
れ
を
の
ぞ
か
ず
、
古
今
よ
り
こ
の
か
た
、
七
代
の
集
に
い
れ
る
歌
を
ば
、
こ
れ
を
の
す
る
事
な
し
」
と
あ
る
（
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）。
（
３
）
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
こ
の
歌
の
前
後
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
霞
た
つ
春
の
山
辺
に
桜
花
あ
か
ず
ち
る
と
や
鶯
の
な
く
（
一
〇
九
）
春
雨
は
い
た
く
な
ふ
り
そ
桜
花
ま
だ
み
ぬ
人
に
ち
ら
ま
く
も
を
し
（
一
一
〇
）
花
の
香
に
衣
は
深
く
な
り
に
け
り
木
の
下
蔭
の
風
の
ま
に
ま
に
（
一
一
一
）
（
当
該
⑥
歌
）
こ
の
ほ
ど
は
知
る
も
知
ら
ぬ
も
玉
桙
の
ゆ
き
か
ふ
袖
は
花
の
香
ぞ
す
る
（
一
一
三
）
（
前
掲
⑦
歌
）
散
り
散
ら
ず
お
ぼ
つ
か
な
き
は
春
霞
た
な
び
く
山
の
桜
な
り
け
り
（
一
一
五
）
（
４
）
久
保
田
淳
氏
は
俊
成
卿
女
の
「
千
五
百
番
歌
合
百
首
」
に
お
け
る
当
該
歌
の
位
置
を
確
認
し
、
そ
の
前
後
の
歌
の
主
題
が
そ
れ
ぞ
れ
「
梅
」
と
「
春
雨
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、『
千
五
百
番
歌
合
』
に
お
け
る
当
該
歌
の
「
花
」
が
「
梅
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
（『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
一
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
）。
（
５
）
久
保
田
淳
氏
は
「
作
者
が
詠
出
し
た
時
、
作
者
自
身
は
少
な
く
と
も
「
梅
が
香
」
の
意
で
「
花
の
香
」
と
歌
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
「
桜
花
の
香
」
と
し
か
解
し
よ
う
が
な
い
位
置
に
排
列
し
た
の
は
新
古
今
撰
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
る
（
前
掲
（
４
）
書
）。
（
６
）
『
白
氏
文
集
』
巻
十
七
「
廬
山
草
堂
、
夜
雨
獨
宿
、
寄
牛
二
・
李
七
・
庾
三
十
二
員
外
」
の
中
の
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
廬
山
雨
夜
草
庵
中
」
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（
本
文
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
に
よ
る
）。
な
お
、
こ
の
詩
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
７
）
八
代
集
の
夏
の
部
を
み
る
と
『
千
載
集
』
に
六
首
、『
古
今
集
』
に
は
三
首
、『
後
撰
集
』『
後
拾
遺
集
』『
金
葉
集
』（
※
二
度
本
。
以
下
同
）『
詞
花
集
』
に
二
首
、『
拾
遺
集
』（
※
「
雑
春
」
巻
も
含
む
）
に
一
首
の
「
橘
」
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
昔
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
は
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
後
拾
遺
集
』『
詞
花
集
』『
千
載
集
』
に
各
一
首
あ
り
、『
拾
遺
集
』
と
『
金
葉
集
』
に
は
み
え
な
い
。
一
方
で
『
新
古
今
集
』
に
は
十
一
首
の
「
橘
」
の
歌
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
昔
」
を
詠
む
歌
が
九
首
を
数
え
る
。
（
８
）
試
み
に
八
代
集
の
夏
の
部
に
お
い
て
「
時
鳥
」
と
「
昔
」
を
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
の
数
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
は
「
時
鳥
」
を
詠
ん
だ
歌
の
総
数
）。
・『
古
今
集
』
…
…
二
首
（
二
十
八
首
）
・『
後
撰
集
』
…
…
な
し
（
二
十
九
首
）
・『
拾
遺
集
』
…
…
な
し
（
三
十
四
首
）（
※
「
雑
春
」
巻
も
含
む
）
・『
後
拾
遺
集
』
…
一
首
（
二
十
八
首
）
・『
金
葉
集
』
…
…
な
し
（
二
十
三
首
）
・『
詞
花
集
』
…
…
一
首
（
八
首
）
・『
千
載
集
』
…
…
な
し
（
二
十
七
首
）
・『
新
古
今
集
』
…
三
首
（
三
十
七
首
）
（
９
）
⑰
を
掲
載
し
た
教
科
書
の
中
に
は
和
歌
の
修
辞
技
法
の
解
説
に
お
い
て
こ
の
歌
を
本
歌
取
り
の
例
と
し
て
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
（
Ⓠ
）。
（
１０
）
｢国
語
総
合
｣用
教
科
書
の
中
に
も
和
歌
の
修
辞
技
法
の
解
説
に
お
い
て
⑲
を
本
歌
取
り
の
例
と
し
て
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
（
Ⓓ
Ⓔ
Ⓙ
Ⓚ
）。
（
１１
）
『
新
古
今
集
』
の
注
釈
等
を
み
る
と
「
忍
ぶ
心
の
苦
し
さ
と
強
さ
を
そ
の
極
限
で
う
た
う
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』）、「
命
の
気
息
を
響
か
せ
て
、
哀
切
さ
を
き
わ
め
た
全
人
間
的
抒
情
で
あ
る
」（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』）
等
の
讃
辞
が
見
出
せ
る
。
（
１２
）
後
藤
祥
子
氏
は
、
㉕
の
解
釈
に
つ
い
て
「
式
子
内
親
王
と
い
う
生
身
の
女
性
の
感
懐
と
し
て
読
む
こ
と
に
お
お
か
た
の
了
解
」
が
あ
り
、「
近
現
代
の
新
古
今
集
・
百
人
一
首
両
注
釈
史
に
お
い
て
、
こ
の
歌
を
女
の
恋
心
と
読
む
見
方
」
が
大
勢
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
後
掲
（
１３
）
論
文
）。
（
１３
）
「
女
流
に
よ
る
男
歌
―
―
式
子
内
親
王
歌
へ
の
一
視
点
―
―
」（『
平
安
文
学
論
集
』
風
間
書
房
、
一
九
九
二
）。
（
１４
）
徳
原
茂
実
氏
「
忍
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る
―
も
う
一
つ
の
解
釈
を
求
め
て
」（『
武
庫
川
国
文
』
四
七
号
、
一
九
九
六
・
三
）、
石
川
由
布
子
氏
「「
玉
の
緒
よ
た
え
な
ば
た
え
ね
…
」
考
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八
十
四
号
、
二
〇
〇
〇
・
七
）
等
は
「
男
の
恋
歌
」
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
㉕
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
一
方
で
、
中
村
文
氏
「
式
子
内
親
王
と
「
玉
の
緒
よ
」
歌
」（『〈
新
し
い
作
品
論
〉
へ
、〈
新
し
い
教
材
論
〉
へ
﹇
古
典
編
２
﹈』
右
文
書
院
、
二
〇
〇
三
）、
平
井
啓
子
氏
「「
た
ま
の
を
よ
」
の
歌
―
―
忍
恋
題
の
追
求
」（『
式
子
内
親
王
の
歌
風
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
六
））
の
よ
う
に
「
男
の
恋
歌
」
と
考
え
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
立
場
も
存
在
す
る
。
（
１５
）
こ
の
式
子
内
親
王
歌
を
教
材
と
し
て
み
た
と
き
「
女
の
歌
」
か
「
男
の
歌
」
か
と
い
う
問
題
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
高
等
学
校
国
語
教
材
と
し
て
の
式
子
内
親
王
「
玉
の
緒
よ
…
…
」
歌
」（『
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
第
四
十
九
集
、
二
〇
一
九
）
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
た
。
（
は
せ
が
わ
の
り
あ
き
本
学
講
師
）
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